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動について適切な評価を行い指導の改善に努めること の３点が規定されました。

導計画の作成］

た指導など指導方法の工夫改善］

個 別 の 指 導 計 画 に 基 づ い た 授 業 づ く り

徒個々の目標、指導内容・方法を明確にし、毎日の授業の目標、指導内容・

の関連を図ることで、一人一人に応じた授業を実現します。

握→計画→授業→評価→改善のサイクルにより、授業の改善を図ることができます。

害及び重複障害のある児童生徒に対する指導や自立活動の指導では、個別の

画の目標の達成状況を評価(学習評価)し、一人一人の成長発達を確認します。

の共通理解を図り、一貫した指導・支援を行うことができます。______

の 授 業 の 根 拠 と な る 個 別 の 指 導 計 画

教育支援計画と関連付けることが大切です。

育目標とそれに基づく教育課程において、学ぶべき内容が系統的に整理され、

ら個々の児童生徒にとって必要な指導内容を決定する必要があります。

複数の教員が関与し、検討会を設定するなど適切な作成のためのシステムを

ます。

な知識や技能のある教員や外部の専門家の活用により、適切なアセスメント、

基づいた計画、評価による改善を行います。

に、学校での指導や支援の内容と方法を明確に伝え理解を得ます。

際、授業に生かしたり情報共有のツールにしたりすることを考えます。

あたり大切な体制づくりとチームによる指導・支援

指導要領で示された指導の軸としての個別の指導計画

等の指導に当たっては、個々の児童又は生徒の実態を的確に把握し、個別の指導
成すること。また、個別の指導計画に基づいて行われた学習の状況や結果を適切
、指導の改善に努めること。

ある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じてきめ細やかな指導を行うため

の実態に応じて具体的な指導目標、指導内容、指導方法等を明確にした指導計

の 指 導 計 画 と は ・ ・ ・

教育活動全体を通じて、個に応じた指導を充実するため、個別の指導計画に基づき
や指導体制の工夫改善に努めること。その際、児童又は生徒の障害の状態や学習の
学校の教育活動全体を通じて、個に応じた指導を充実するため、個別の指導計画に基づき
導方法や指導体制の工夫改善に努めること。その際、児童又は生徒の障害の状態や学習の
度等を考慮して、個別指導を重視するとともに、授業形態や集団の構成の工夫、それぞれ
教師の専門性を生かした協力的な指導などにより、学習活動が効果的に行われるようにす

度等を考慮して、個別指導を重視するとともに、授業形態や集団の構成の工夫、それぞれ
教師の専門性を生かした協力的な指導などにより、学習活動が効果的に行われるようにす
こと。
当たっては、このような考え方も示しています。
ごとに児童生徒に共通する指導目標や指導内容を定めて指導が行われる場合には、
、一人一人に対する指導上の配慮事項を付記するなどして、学級ごと等に作成する指
「個別の指導計画」として活用することも考えられる。
個別の指導計画１



個別の教育支援計画

実 態 把 握

授 業 実 践

【必要な情報】

○学校生活の状況、学習の様子、諸検査の結果

○生育歴、生活環境、本人・保護者の願い

※個別の教育支援計画による関係機関の情報

【方 法】

①本人・保護者等からの聞き取り

②行動観察

③諸検査の実施と分析

長期的な視点 ～夢と希望の実現に向けて～

・家庭、地域、関係機関との連携による教育

的支援

○1 年後の目指す姿を想定

○個別の教育支援計画の長期的視点を踏まえ

た将来につながる目標

○課題のリストアップと順序づけにより、観点

別に整理

・生活年齢にそった目標の重点化

指導内容､支援の設定
○各教科、領域等の指導計画作成

・指導内容、指導方法、評価の記述

①実態把握 授業に必要な実態の捉え直し

②目標設定 教科・領域等の目標や中心課題を

具体化し、単元の主題にそった目

標

③活動内容 子どもの活動・参加を十分引き出

せる内容

④手 立 て 教師の働きかけ、環境的支援、

個別の支援ツール、指導体制 等

⑤評 価 目標にそった評価の観点

○子どもの成長発達の様子

○有効な支援方法

○学期、年度ごとの評価(次学期、次年度の課題)

目 標 の 設 定
(長期目標・短期目標)

個 別 の 指 導 計 画

改

善

評 価

個別の指導計画２

・的確な実態把握が出発
点です。

・多面的に子どもをとら
えます。

・良いところを見つける
ことで、伸ばしやすい
力が見えてきます。

・苦手なところを「～が
あればできる」の視点
で見ると、伸ばせる力
が見えてきます。

学 習 指 導 要 領

○各教科の目標・内容

○授業時数

・指導目標の絞り込みが
必要です。

・長期目標は、教育的ニ
ーズからの必要性、子
どもや保護者の願い、
緊急性、取り組みやす
さ、達成の可能性等から
設定します。

・短期目標は、長期目標
を達成するためにスモ
ールステップとして設定
します。

・支援や指導方法は仮説。
試してうまくいかない
場合は修正をします。

・各単元(題材)の評価を
総合して、学期や年度
ごとの評価をします。

教 育 課 程

○年間指導計画

○各教科の目標・内容

○授業時数

○指導の形態

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

５ 個別の指導計画に基づいた授業づくりの考え方



個別の指導計画を日々の授業に結びつけるには、個別の指導計画を単元・題材レベルま

で具体化することが必要です。個別の指導計画の短期目標や手立ては、「単元設定の理由」、

「個人目標」、「学習過程における手立て」、「評価」に反映させていきます。しかし、個別

の指導計画の目標や手立てを、指導案のどの部分に関連させていくかは、学習内容によっ

ても異なります。すべてに関連させなければいけないわけではありません。

【参考例】

○○○学習指導案

指導者名

１ 単元（題材名）

２ 単元（題材）目標

○集団（全体）の目標

○「個別の指導計画」を踏まえ、本単元に関連した個々の目標

３ 児童生徒の実態

○集団（全体）の実態

○「個別の指導計画」の実態を踏まえ、本単元に関連した個々の実態

４ 単元設定の理由

○一人一人の子どもの個別の指導計画の目標に関連した子ども観、単元観、

指導観

５ 指導計画

６ 本時の指導

(1)本時の目標

○集団（全体）の目標と個々の目標

(2)授業構想

(3)展 開

個々の児童生徒への手立て 留意事項
主な活動

Ａ Ｂ Ｃ

導 入

展 開

まとめ

(4)評価の観点

(5)配置図、準備物

６ 個別の指導計画を踏まえた学習指導案の作成

個別の指導計画３


